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● 活動地域の概要 

富士見町の状況 / 人口の現状や推移：平成1年14,999、平成20年15,417 / 世帯数の現状や推移：平成1年4,383、

平成20年5,613 / 高齢化率：平成1年19.19%、平成20年31.88% / ：平成20年における農用地面積：1,341ha、耕

作放棄地：田んぼ33.6ha、畑27.6ha、（合計61.2ha）/ 鳥獣被害額：平成10年2,388千円、平成15年11,264千円、

平成20年6,488千円。/平成20年度に町で行った営農に関するアンケートによると、担い手の54％が65歳以上であ

り、農業経営を5年後に縮小・中止したいひとが約５割を占め、後継者が農業をやる可能性は極めて低いと、まとめ

られている。 

 

 

 

 

 

 

 

          

年々増える耕作放棄地 

● 活動地域の課題 

富士見町では、若者の都市部への流出、少子高齢化の進展により、農地の耕作放棄地が増大傾向にあり、また後継者

のいない農家が大半であり、将来的に一層多くの農林地が荒廃していくとともに町の産業が衰退していくことが予想さ

れている。これに伴い、農地に対する野生鳥獣被害が深刻化している状況にある。他地域からの人口流入も進んでいる

が、多くは退職後の高齢者であり、町の福祉関係の財政を逼迫することも懸念されている。 

一方、富士見町では、富士見町の地域活性化を図るべく、特産品作りや環境活動、地域間交流等を行う様々な団体が

存在している。しかし、それぞれの活動は単独で行われており、活動間の連携は薄く、それぞれを地域の宝として結び

つけ、情報を集約し、富士見町の魅力として発信する媒体も存在しない。行政が作るＨＰのように公共性・公平性など

の枠に縛られない、富士見町の情報を総合的に発信できる民間主体のポータルサイト作りが求められている。また、そ

のような媒体を通じて、富士見内及び他地域の若者に富士見の宝、魅力を集約して発信することにより若者の流出を防

ぎ、また他地域との地域間交流を促すこと、あるいは新規就農希望者等への情報提供も可能となる。また、富士見町の

課題にひとつとして、集落における新規転入者と区民との認識の差による摩擦があるが、転入希望者にあらかじめ都会

での暮らしとの相違点などを発信することが可能である。 

また、自然豊かな地である富士見町の町づくりにあたっては、富士見の自然資源の維持保全を柱に行うことが重要で

ある。そのためには、例えば、近年富士見町において、急激に数が減少している「ミツバチ」を一つの指標に、地域の

自然環境の現状を把握し、より良い自然環境の保全、創出を図っていくことが求められている。 

● 活動の内容 

（全体） 

富士見の地域資源を生かした持続可能なまちづくりを行っている団体等のネットワーク化を図り、当該団体の活動を

紹介するポータルサイトを運営する。また、地域間交流、２地域居住を進めるため、姉妹都市である多摩市において地

域づくり活動を行っている団体との交流を行い、協力、連携関係を構築する。 

 また、具体的なまちづくり活動として、人とみつばちにやさしい町づくりを進めるための活動を展開する。 

 



 
（直近１年間の進捗など） 

ポータルサイトについては、スタッフブログを更新し、おらほーのまち会の活動状況を発信するともに、富士見町の

元気人、元気チーム、特産品、元気ショップの掲載の充実を図った。 

多摩地域にキャンパスを有する中央大学の総合政策学部教授・大学院公共政策研究科委員長 細野助博教授（市街地

活性化、コミュニティ政策、環境教育等を研究、実践、http://www.fps.chuo-u.ac.jp/~hosono/index.html、社団法人

学術・文化・産業ネットワーク多摩 専務理事も務める。）と細野研究室の学生を招き、富士見町に招く。今年度は、都

市農村交流として、富士見及び都会にとって意義深い農業体験のあり方及び南中学校跡地利用について富士見町住民と

意見交換を行った 

 長野県の新知事となった阿部守一知事を招き、富士見町住民による知事を囲む会を開催した。知事を囲む会では、 

半農半Xのライフスタイルをテーマに半農としての「新しい農のありかた」、半Xとしての「森のようちえん」「ソーシ

ャルビジネス」に焦点をあて、意見交換を行った。 

 東京を中心に全国規模で、みつばちと人にやさしい町づくりを支援しているNPO法人みつばち百花、みつばちの養蜂

に関してユニークな活動を行っている富士見高等学校養蜂部と連携して、 富士見みつばち百花プロジェクトを行うこ

とを通じ、人とみつばちと自然環境にやさしいまちづくりを展開する。富士見町の町の特性、気候等に即した蜜源を増

やす方策を検討し、実践することを通じ、富士見町の農業生産力を高め、農地や山林の生態系を豊かにし、富士見町の

魅力を高めることを目的とする。今年度は、当該目的に向かって、活動主体や活動の方向性を形づくっていくため、み

つばちの生態やみつばちをキーワードに町づくりを行っていくための方策についてセミナー・ワークショップを開催し

た。 

● 活動の成果 

・全体/直近１年間の成果など 

 

HPでの情報発信を通じ、元気人、元気チームの活動がより活性化をするとともに、おらほーのまち会の活動のネット

ワークも広がった。また、富士見町に関心を寄せる人々へも行政による情報発信では得られない、市民の暮らしぶりに

ついての貴重な情報発信を行うこともできた。 

 他地域交流については、中央大学細野研究室との交流を本格的に行うことができ、富士見町の農業や中学校跡地利用

について、学生から貴重な意見、提案をいただくことができた。 

 阿部知事を囲む会においては、富士見町の農業や森のようちえんなどの活動の実態を県側に伝え、富士見町の実情を

踏まえた政策提言等を行うことができた。 

富士見みつばち百花プロジェクトにおいては、３回のセミナー開催により１００名を超える参加者を得、地域おける

みつばちの生態に関する知見を高め、蜜源を増やすことにより地域の資源生態系を復元する活動の契機を得ることがで

きた。 

 

みつばち百花プロジェクトにおける挿し木ワークショップの様子 



 
● 今後の課題及び展望 

・課題（活動を通して発見された課題等を記入） 

  資金が不足する中で、HPの一層の充実を図っていくこと、継続的な更新を行っていくことが必要不可欠である。 

 富士見みつばち百花プロジェクトにおいては、セミナーで学んだことをもとに、具体的な蜜源拡大の町づくり活動に

展開を図っていくことが必要。 

 

 

 

 

・展望（今後の取組みや検討について記入） 

 知ってもらざあおらほーのまち会と他の団体との連携を深め、より多くの団体とネットワークを構築し、富士見町の

市民団体のネットワーク団体としての基盤を強化していくことが求められる。 

 富士見みつばち百花プロジェクトにおいては、富士見みつばちパートナー制度（蜜源作りパートナー：平成２３年度

の１年間にわたって、自宅の庭や畑などの場所で、季節毎にミツバチの蜜源となる多様な植物を植栽、管理してもらう

方を募集、ゆるやななネットワークを構築。蜜源の様子を定期的な報告を得、取り組み状況をパートナー間で共有）を

構築し、富士見町で幅広く蜜源を拡大し、人とみつばちにやさしいまちづくりを展開する。 

 

 

 

 

● その他（自由記述） 

以下、おらほーの会の活動に関する新聞記事を添付。 



 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


